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特別損失の計上及び通期業績予想の修正に関するお知らせ 
  

当社は、最近の業績動向を踏まえ、平成 28 年８月８日の平成 28 年 12 月期第２四半期決算発表時に開示し

た平成 28年 12 月期の業績予想を修正いたしますので、お知らせいたします。 

また、平成 28 年 12 月期において、以下の通り、特別損失を計上する見込みとなりましたので、あわせて

お知らせいたします。 
  

１．特別損失の計上 

 当社は、平成 27 年 12 月期及び平成 28 年 12 月期を将来の飛躍的成長に向けた投資フェーズとして位置

付けて積極的な投資活動を展開してまいりました。平成 28 年 10 月からは、新戦略サービスである「CADA-

BOX」の提供を開始いたしました。実際に当該サービスを開始した結果、顧客である病院の実体に即した具

体的なサービスニーズを検証することが可能となりました。 

来る平成 29 年 12 月期からの投資回収フェーズに向け、投資案件個別に判明した顧客ニーズと照らし合

わせ資産評価を行ったことなどにより、ソフトウェア及び投資有価証券の減損処理として総額 121 百万円

の特別損失を計上する見込みとなったものであります。 
  

２．平成 28 年 12 月通期（平成 28 年１月１日～平成 28 年 12 月 31 日）連結業績予想数値の修正 

  売上高 営業利益 経常利益 
親会社株主に帰属

する当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A)  3,001 303 300 174 18.44 

今回修正予想(B) 2,632 430 415 178 18.68 

増減額(B－A) △369 127 114 3 ― 

増減率(％) △12.3 42.1 38.2 2.0 ― 

(参考)前期実績 ― ― ― ―   ― 

※当社グループは、平成 28 年 12 月期第２四半期連結累計期間より連結財務諸表を作成しているため、前期実績は記

載しておりません。前期実績（個別数値）は、売上高 2,413 百万円、営業利益 282 百万円、経常利益 280 百万円、

当期純利益 164 百万円であります。 

  

３．修正の理由 

平成 28 年 12 月期につきまして、主要サービスであるデータ利活用サービスの売上高は好調に推移して

おります。一方、データネットワークサービスにおいては、高単価ながら収益性が低く導入に多大な工数が

必要となる電子カルテシステムの販売を一旦見合わせ、平成 28年 10 月より提供を開始しました「CADA-BOX」

の販売に注力するべく大胆な営業戦略の転換を行いました。「CADA-BOX」の販売活動状況については、顧客

である各病院からの引き合いも強く、既に３病院より受注を受けております。 

上記の結果、売上高は、電子カルテシステムの売上高の減少により前回発表予想を下回る見込みであり

ます。一方、利益面では、電子カルテシステムは低収益であるため利益段階での影響は軽微であること、及

び、収益性の高いデータ利活用サービスが好調であったことから前回発表予想を上回る見込みであります。

また、親会社株主に帰属する当期純利益は、特別損失の計上を見込んだものであります。 
  

※上記に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社グループが現在入手している情報及び合理的であ

ると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。 
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